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18,390 件であったものが、3 年後の 2009（平成 21）年には 23,404 件と約 5,000 件の
増加となった 1 ）。































高齢者虐待に対応する援助者への支援に関する研究　－ 解決志向アプローチを援用した AAA 研修を例に －
表１　虐待の発生の要因と考えられること
虐待者や高齢者の性格




































































































































指摘されており二次的トラウマティックストレス（Secondary Traumatic Stress 以下、STS
と略記）、代理的外傷化、バーンアウトなどの関連から、共感疲労に関して研究が進んで
いる。しかし日本では、国立情報学研究所学術コンテンツ・ポータル Genii 24）の論文情
報ナビゲータ Cinii と国立国会図書館 NDL-OPAC 25）で「共感疲労」を検索するとわずか





災害、犯罪、DV の被害者への援助者 3 件
教師 2 件













に検討する。検索結果は、「支援者支援」では論文 2 本、科学研究費報告書 1 本、「援助
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